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研究要旨 

 大麻草（Cannabis sativa L.）の成分について文献調査を行なった．情報検索ツールとして SciFinder を主

に用い，PubMed および Google Scholar も併用して検索を行なった．SciFinder による検索の結果，（-）
-trans-D9-tetrahydrocannabinol (D9-THC)の CAS 登録番号「1972-08-3」で検索したところ 9561 件がヒット

した．このうち「preparation」で and 検索をかけた結果 896 件がヒットした．その結果をもとに大麻草由

来のカンナビノイドの合成法ついて文献調査を行なった．その結果，カンナビノイドは古くから合成が試み

られており，近年でも新規の合成法が報告されていること．カンナビノイドのうち活性物質であるD9-THC に

ついての合成研究が多いこと．Δ9-THC は二つの不斉中心を持ち，また 9,10 二重結合は熱力学的により安定

な 8,9 二重結合に異性化するため，合成方法によっては位置および立体異性体の副生を伴うこと, 最近では立

体選択的かつ効率の良い合成法が報告されていること，などの知見が得られた．また，近年でも新規の合成

手法を用いたカンナビノイドの合成法が報告されているため，今後も引き続き調査していく必要があると考

えられる． 

 

Ａ．研究目的 

大麻は大麻草（Cannabis sativa L.）及びその製品

のことをいう．大麻草はアサ科（Cannabaceae）の

雌雄異株の一年生草本であり，西アジア～エジプト

原産と言われている．紀元前より人類に利用されて

おり，大麻草の茎よりとれる繊維は衣服などに，種

子は麻の実，ヘンプシードオイルとして食用に，ま

た生薬の麻子仁としても利用される．また大麻草は

繁殖力が非常に強いという特徴もある[1-8]． 
大麻草にはカンナビノイドと総称される炭素，水

素，酸素のみからなる固有の化合物群が含まれてい

る（Fig.1）．カンナビノイドは炭素 21個からなるテ

ルペノフェノリック骨格を持ち，酢酸―マロン酸経

路由来のオリベトール酸 olibetolic acid とメバロン

酸 経 路 由 来 の ゲ ラ ニ ル 二 リ ン 酸 geranyl 
pyrophosphate から生合成される．Turner らは 1980
年に大麻草に 423 種の化合物が含まれ，そのうち 61
種がカンナビノイドであると報告している [9]．
Elsohly らは 2005 年に 493 種の化合物，うち 70 種

がカンナビノイドであると報告し，さらに 2016 年に

Elsohly らは 565 種の化合物，うち 120 種がカンナ

ビノイドと報告している[10-11]．大麻草に含まれる

カンナビノイドについて様々な研究がされており，

最近でも新規化合物が単離・構造決定されている

[12-14]．  
カンナビノイドの中には幻覚作用などの中枢作用

を 持 つ 化 合 物 が あ り ， こ の う ち

D9-Tetrahydrocannabinol (D9-THC）が最も中枢作用

が強く大麻草の活性本体である．D9-THC は生の植物

体 中 で は フ ェ ノ ー ル カ ル ボ ン 酸 体 で あ る

Tetrahydrocannabinolic acid (THCA)の状態で存在

する．THCA 自体は活性を持たないが，収穫後や保

存中の乾燥や，光や熱にさらされることによって脱

炭酸がおこり活性体であるD9-THC へと変化する

（Fig.1）[1]．  

大麻草についてはカンナビノイドを中心に，1900
年代ごろから現在まで様々な研究がされている[1-7]．
合成研究についてもD9-THC を中心にこれまで多く

の合成の報告がある．今回我々は，カンナビノイド

の合成について文献調査を行なったので以下に報告

する．   
  
B. 研究方法 
大麻草（Cannabis sativa L.）の成分について文献
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調査を行なった．情報検索ツールとして SciFinder
を主に用い，PubMed および Google Scholar も併用

して検索を行なった．検索語として，Cannabis 
sativa，cannabinoid，tetrahydrocannabinol，THC，

synthesis，preparation 等を用いた．また必要に応

じ化合物検索も行った． 
 
C. 研究結果及び考察 

SciFinder に よ る 文 献 検 索 の 結 果 ，（ - ）
-trans-D9-tetrahydrocannabinol (D9-THC)の CAS 登

録番号「1972-08-3」で検索したところ 9561 件がヒ

ットした．このうち「preparation」で and 検索をか

けた結果 896 件がヒットした（2020 年 9月時点）．

これらの検索結果をもとに文献調査を行ない，主に

D9-THC の合成法について以下にまとめた．文献情報

については Table1 に示した． 
 

1. 初期のD9-THC の合成 
大麻草由来のカンナビノイドのうち，特にD9-THC

はその特異な構造と生理活性のため，古くから合成

研究が試みられており，近年でも新規の合成法が報

告されている．D9-THC は ABC-三環系カンナビノイ

ドであり，芳香族部分と脂環式部分で構成されてい

る．これらの化合物の立体選択的合成の効果的なア

プローチのひとつは，,3-dihydroxybenzenen誘導体

とキラルなモノテルペン誘導体の酸触媒によるカッ

プリング反応を利用したものである． 
1896 年に，Wood らは，大麻草よりカンナビノイ

ドである cannabinol(CBN)[15- 16]を単離した．

1930 年代初めには Cahn[17-19]と Bergel[20]によっ

てその部分構造が解明された. 1940年にAdamsらと

Toddらは，CBNの合成とCBDの単離を報告した[21
- 25]．このうち Adams らは一連の研究において，

CBD を酸で処理すると異性化し，生理活性の高い粘

稠な油状物質になることを見いだした[26-28]．この

物 質 の 構 造 解 明 も 試 み ら れ た が ，

tetrahydrocannabinol の二重結合の位置と 6a, 10a
位の立体配置が不明であった (Fig. 2)． 

1964 年に Gaoni と Mechoulam によってこの

Adams らによる研究が再検討された結果，大麻の主

要な精神活性成分であるD9-THC の正しい絶対構造，

trans-(6aR, 10aR)が決定された[29-30]．この研究に

おいてD9-THC と(-)-trans-D8-tetrahydrocannabinol
（D8-THC）が，それぞれラセミ体として合成された．

Olivetol dimethyl ether の ortho 位を Li 化し，これ

に geranial を反応させたのち，そのままピリジン中

p-TsCl と反応させて，CBD dimethyl ether を全収率

7％で得た．これを脱メチル化すると，(±)-CBD が生

成し，続いて酸性条件下で反応させた結果，

(±)-trans-D9-THC が最大収率 70％で得られた

[31-32]．これはD9-THC の生合成を模倣した初の合

成法である (Fig. 3)． 
1967 年に Mechoulam らは初の (-)-D8-および

(-)-D9-THC の立体特異的合成を報告した[33-34]．
Olivetol をジクロロメタン中で BF3・Et2O の存在下，

室温で (-)-cis/trans-verbenol と反応させると，

(-)-D8-THC が 35％の収率で得られ，これをトルエン

中，-15°C で HCl，ZnCl2により塩化水素化し，THF
中 NaH存在下で還流して(-)-D9-THC に変換した．ま

た，olivetol を p-TsOH存在下，(-)-cis/trans-verbenol
と 反 応 さ せ る と 45% の 収 率 で

4-trans-(2-olivetyl)pinene が生成し，これを室温で

BF3・Et2O と反応させると 85％の収率で(-)-D8-THC
が得られた (Fig. 4)． 

1967 年 に Petrzilka ら は ， olivetol と

(+)-cis/trans-p-mentha-2,8-dien-1-ol の異性体混合

物を (CH3)2NCH(OCH2C(CH3)3)2とジクロロメタン

中 20°C で 63時間反応させると，olivetol の C4での

アルキル化で生じる異性体と一緒に CBD がメジャ

ーな生成物として合成できることを報告した[35] 
(Fig. 5)． 

1969 年 に Petrzilka ら は ，

(+)-cis/trans-p-mentha-2,8-dien-1-ol と olivetol の強

酸存在下での反応を報告した[36]．これはアセタール

の代わりに p-TsOH，HCl，TFA などの強酸存在下

で(+)-cis/trans-p-mentha-2,8-dien-1-ol と olivetol を
ベンゼン中で 80°C で 2 時間加熱すると，

Friedel-Crafts のアルキル化，ジベンゾピラン閉環，

および Δ9-から Δ8-の二重結合の異性化が起こり，

CBD は生成せずに(-)-Δ8-THC が 53％の収率で得ら

れた．この反応では，異常な Δ8-THC（abn-Δ8-THC; 
Fig. 6）が13.3％，2対1のメンタジエノール- olivetol
付加物とその異性体が 5.5％得られ，未反応の

olivetol が 20％回収された． (-)-Δ8-THC から

(-)-Δ9-THC への変換は 2 工程で行われた．すなわち

(-)-Δ8-THC を ZnCl2と HCｌで反応させると C9塩化

物体のジアステレオマー混合物が生成され，K 
tert-amylate による脱塩化水素化で(-)-D9-THC が生

成し，これらの反応は等量的に進行した[35-36]．(Fig. 
5) 

1974 年に Razdan らは，1mol％の BF3・Et2O と

MgSO4 存在下， 0°C で (+)-cis/trans-olivetol を

p-mentha-2,8-dien-1-ol と反応させると(-)-D9-THC
を 50％の収率で生成できることを報告した[37]．ま

た，この穏やかな条件下では， (-)-Δ9-THC から 
(-)-Δ8-THC への二重結合の異性化は起こらないこと
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がわかった (Fig. 5)．  

 
2. その他のキラルなモノテルペンの縮合を用いた

D9-THC の合成 
カンナビノイドの合成の最も一般的な方法は，

olivetol とキラルなモノテルペンの縮合であり．

D9-THC の合成中間体への初期のアプローチで適用

さ れ て い る ． そ の 他 に 同 様 な 方 法 で ，

(+)-p-menth-2-ene-1,8-diol, 
(+)-cis/trans-p-mentha-2-ene-1,8-diene-3-ol ，

(+)-trans-2-carene-epoxide ， (+)-cis-chrysanthenol
等のキラルなモノテルペンを用いた(-)-Δ8-THC また

は(-)-Δ9-THC および誘導体の合成が報告されている

[38-50] (Fig. 7)．  
1970 年 に Razdan ら は ， olivetol と

(+)-trans-2-carene epoxide を開始物質とするキラル

な(-)-trans-Δ9-THC のワンステップ合成法を報告し

た[45]．BF3 または p-TsOH が(+)-trans-2-carene 
epoxide の活性化に効果的だったが，立体異性体の

(-)-cis-D9-THC も副生し，p-mentha-2,8-dien-1-ol の
場合と比較して収率が低く，より多くの副生成物が

できた．さらに， (+)-trans-3-carene epoxide は

p-TsOH と反応し，(-)-trans-Δ8-THC を 10％と低収

率でしか得ず，多くの副生成物が生成した(Fig. 8)．  
1975 年に Razdan らは，別のキラルなテルペノイ

ドを開始物質とした Δ9-THC のダイレクトな合成を

報 告 し た [47] ． こ の 経 路 で は BF3 で

cis-chrysanthenol が 活 性 化 さ れ olivetol の

Friedel–Crafts のアルキル化のためのカルボカチオ

ンが形成される．次にアルケンの活性化により，開

環と環化が起こり(-)-trans-Δ9-THC が形成されたが，

収率は同様の反応条件下で(-)-verbenolを用いた場合

よりもかなり低かった(Fig. 9)． 
2001 年に Kobayashi らは，aryl cuprate を用い

た環状エノンへの共役 1,4-付加反応を用いた

(-)-trans-CBD, (-)-trans-D9-THC の合成を報告した

[49-50]．a-iodocyclohexenone を調製した後，脱ハ

ロゲン化エノールグリニャールに変換した．その後，

反応性エノールグリニヤ中間体は，対応するエノー

ルホスフェートに変換した．Ni(acac)2 存在下での

MeMgBr によるメチル化，NaSEt によるメチルエー

テル脱保護，および ZnBr2 による環化により，

(-)-trans-D9-THC が収率 28％で得られた (Fig. 10)．  
 
3. エナンチオ選択的な反応を用いたD9-THCの合成 
D9-THC の合成中間体への初期のアプローチで用

いられている olivetol とキラルなモノテルペンの縮

合では，しばしば副生成物の生成を伴い，エナンチ

オピュアな生成物の収率は中程度から低収率であっ

た．その後，不斉触媒を使用したより複雑な合成経

路が採用され，高レベルのエナンチオ選択性と，非

天然型の THC エナンチオマーへの合成も可能にな

った．例えば，Diels-Alder 反応[51–53]，金属触媒

によるアルキル化反応[54–55]，塩基触媒による環化

[61–62] エノンへの銅酸アリールの共役付加[49–50]

ルテニウム触媒による不斉水素化および SNAr 環化

に基づく不斉合成[59]等，THC および誘導体の不斉

合成に適用されている． 

1997 年に Evans らは，光学活性な中間体の不飽和

6員環の合成はエナンチオ選択的分子間 Diels-Alder 
[4+2]環化付加反応で形成する方法で，アキラルな開

始物質から(+)-Δ9-trans-THC の最初の不斉合成を報

告した[51-52]．キラルな Cu（II）-ビスオキサゾリ

ン触媒を用すると，ジエンとイミドの環状付加物が

57％の収率で生成した．エステル交換の後ベンジル

エステルになり，求核メチル化とエステル加水分解

により，p-menth-1-ene-3,8-diol が得られた．Olivetol
の存在下で p-TsOH で活性化すると，CBD 類似体が

得られ，ZnBr2 で環化して，(+)-trans-Δ9-THC が得

られた(Fig. 11)．この他に Diels– Alder を用いた方

法が Minuti らによって報告されている[55]． 
 2007 年に Trost らは，(-)-trans-D9-THC のシクロ

ヘキセン環の構築を閉環メタセシス反応で行なう合

成法を報告した[54]．この方法では，二重結合を熱力

学的により安定なΔ8へ異性化させずに目的とするD9

にできる (Fig. 12)．Olivetol dimethyl ether のホル

ミル化の後，Horner-Wadsworth-Emmonds 反応，

DIBAL還元でアリルカーボネートを合成した．ある

いは，n-BuLi および CO2により分岐アリルアルコー

ルを合成し，パラジウム触媒で異性化して，直鎖ア

リルアルコールにしたのちアリルカーボネート体を

合成した．[Mo（CO）3C7H8]およびキラルな（S，S）
リガンド存在下で，アリルカーボネート体と

dimethyl malonate の反応により，分岐生成物が高

収率で高エナンチオ選択性（95％収率，94％ee）で

得られた．脱炭酸ののち得られたエノラート中間体

をヨウ化物でアルキル化され，付加体が（anti：syn 
2.4：1）混合物として 84％の収率で得られた．各異

性体を対応するメチルエステルに変換し，閉環メタ

セシス反応を行ない，シンシクロヘキセン体を得た

（anti：収率 94％，syn：収率 81％）．これを高温で

過剰のナトリウムメトキシドで熱力学的により安定

なトランス体に平衡化し，メチルリチウムを添加す

ると，3級アルコール体が得られた．モノ脱メチル化

ののち，Evans らによる既報の条件でのピラン環形

成および脱保護により（-）-Δ9-trans-THC が得られ
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た(Fig. 12)． 
2013 年に Carreira らは，それぞれがカンナビノ

イドの 2 つの不斉炭素の立体を制御する 2 つのキラ

ル触媒を用いたD9-THC の合成方法を報告した

[55-58]．この方法によりD9-THC の 4 つの立体異性

体すべてを作り分けることができた．すなわち[{Ir
（cod）Cl2}]，（S）-または（R）-ホスホルアミダイ

トリガンドと，（S）-または（R）-アミンの 2 種の触

媒を使用し Zn(OTf)2存在下，olivetol のアリルアル

コール誘導体とアルデヒドを反応させるとそれぞれ

の付加体の立体異性体が優れた収率と立体選択性で

得られた．Grubbs触媒の存在下で閉環メタセシスを

行った後，アルデヒドを酸化し，メチルエステル体

へ変換した．減圧下で 0〜160°C過剰な MeMgI を追
加すると，3級アルコールが形成され，その後加熱す

ると両方のメトキシエーテルが脱メチル化され，Δ
9-THCの 4つの立体異性体が 41– 65％の収率で得ら

れた(Fig. 13)． 
2013 年に Cheng らは，ルテニウム触媒による不

斉水素化および分子内 SNAr反応を用いた，Δ9-およ

びΔ8-THC のエナンチオ選択的合成を報告した

[59–60]．この方法では α-iodocyclohexenone と

olivetolのボロン酸誘導体のSuzuki-Miyauraクロス
カップリングを行い，Pd/C での水素化により，ラセ

ミ体を得た．これにルテニウム触媒(-)-(Sa, R, R)によ

る高圧不斉ケトン還元を行い，(-)-cis配置のアルコー

ル体としたのち，続いてアルカリ加水分解，Wittig
反 応 お よ び 塩 基 性 オ レ フ ィ ン 化 を 行 い ，

(-)-trans-D9-THC を 43％の収率で得た(Fig. 14)． 

2017年にWestphalらはazo-THC誘導体の合成を

報告した[63]．この方法では Ir 触媒によるアリル化

を行い，Grubbs触媒の存在下で閉環メタセシスを行

った後，ヨウ素による酸化的エステル化，グリニヤ

反応によって 3級アルコール体が得られ KHMDS に

よる分子内 SNAr反応で 90％の収率で環が形成され，

続いて脱メチル化により 3-Br-THC が得られた．こ

こからSuzuki-Miyauraクロスカップリングを行い，

azo-THC-3 を 70％の収率で得た．この方法で用いら

れている反応工程の後期段階での(-)-trans-D9-THC
の基質の誘導体を行う方法はカンナビノイド誘導体

を効率的に合成するのに効果的なアプローチであり，

Hoffmann らによるΔ8-THC の合成にも応用されて

いる[64-66] (Fig. 15)． 
2018 年に Leahy らは，Ireland–Claisen転位と酵

素反応を用いた(-)-trans-Δ9-THC の合成を行なった

[67]．Olivetol をメチル化したのちホルミル化し，ア

セトンアルドール縮合反応で，エノン置換生成物が

得られた．NaBH4還元，Savinase 12T の存在下で

の酪酸ビニルのアシル化，およびアルカリ加水分解

で 2 級ア ルコー ル 体 を 得 た ． DCC に よ り

5-methylhex-5-enoic acid とカップリングすること

によりエステル体が得られた．Chair-form の中間体

を経て Ireland–Claisen転位により，（R, R）配置の

中間体が生成しこれを常法により (-)-trans-D9-THC
に変換した(Fig. 16)． 

2019 年に Lupton らは，NHC（N-heterocyclic 
carbene）触媒による（4+2）環化反応を用いた

(-)-trans-D9-THC のエナンチオ選択的合成を報告し

た[68-69]．Olivetol のフッ化アシル誘導体，シクロ

ブタン誘導体を NHC触媒と反応させると，優れたエ

ナンチオ選択性（er 98︓2）でラクトン体が合成でき

た．これを KCN でアルカリ加水分解し，IBX で酸化

したのち脱炭酸すると異性化して(-)-trans-D9-THC
の基質を得た．ここから既知の方法により，

(-)-trans-D8-THC および(-)-trans-D9-THC を合成で

きた(Fig. 17)． 

 

4. CBD からD9-THC の合成 
CBD から Δ9-THCへの変換は昔からの全合成の検

討の中でも行われてきた．それらは主にルイス酸や

ブレンステッド酸を用いて厳しい条件下で反応を行

なうものである[70-71]．その後ゼオライト（アルミ

ノケイ酸塩），スルホン酸シリカゲル，Ambersylt-15
などのイオン交換樹脂を用いる方法が報告されてい

る[72]． 

 
D. 結 論 

以上，大麻草由来のカンナビノイドについて文献

調査を行なった．その結果，カンナビノイドは古く

から合成が試みられており，近年でも新規の合成法

が報告されていること．カンナビノイドのうち活性

物質であるD9-THC についての合成研究が多いこと．

Δ9-THC は二つの不斉中心を持ち，また 9,10 二重結

合は熱力学的により安定な 8,9 二重結合に異性化す

るため，合成方法によっては位置および立体異性体

の副生を伴うこと, 最近では立体選択的かつ効率の

良い合成法が報告されていること，などの知見が得

られた．またここ数年においても，新規の合成手法

を用いたカンナビノイドの合成法が報告されている

ため，今後も引き続き調査していく必要があると考

えられる． 
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Fig. 1  Biosynthesis of cannabinoids 
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Fig. 2  Conversion of CBD under mild and harsh conditions to “THC” by Adams et al. 
 
 

  
 
Fig. 3  First synthesis of (±)-trans-D9-THC by Mechoulam et al. 
 
 
 

 
 
Fig. 4  Synthesis of (-)-D8-THC and (-)-D9-THC by Mechoulam et al.  
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Fig. 5  Synthesis of (-)-CBD, (-)-D8-THC and (-)-D9-THC from (+)-cis/trans-p-mentha-2,8-dien-1-ol  

 
 
Fig. 6  By-products detected in the condensation of olivetol with monoterpenes 
 
 

 
 
Fig. 7  Structures of optically active monoterpenes commonly used in cannabinoid synthesis 
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Fig. 8  Synthesis of (-)-D9-THC by Razdan et al. 
 
 
 

 
 
Fig. 9  Synthesis of (-)-D9-THC by Razdan et al. 
 
 
 

 
 
Fig. 10  Synthesis of (-)-D9-THC by Kobayashi et al.  
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Fig. 11  Synthesis of (+)-trans-D9-THC by Evans et al. 
 

 
 
Fig. 12  Synthesis of (-)-D9-THC by Trost et al. 
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Fig. 13  Synthesis of (-)-D9-THC by Carreira et al. 
 

 
Fig. 14  Synthesis of (-)-D9-THC by Cheng et al. 
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Fig. 15  Synthesis of azo-THC by Westphal et al. 
 
 
 

 
 

Fig. 16  Synthesis of (-)-D9-THC by Leahy et al. 
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Fig. 17  Synthesis of (-)-D9-THC by Lupton et al. 
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大麻の実態調査，海外の規制情報の把握 
 

２．欧州におけるCBD含有大麻製品の実態調査（文献調査） 
 

研究分担者: 花尻（木倉）瑠理（国立医薬品食品衛生研究所生薬部） 
研究協力者：緖方 潤（国立医薬品食品衛生研究所生薬部） 

 

研究要旨 

 欧州における CBD の規制を含めた市場動向について調査を行った．欧州の多くの国では CBD に対する規

制はなく，CBD 製品の許容含有 THC 濃度（0～1%未満）に差がみられた．一方で，CBD を医薬品として扱

う国，違法とする国も存在した．また，EU では，CBD はその供給源が何であれ，新規食品規則（EU 2015/2283）
の規定において「新規食品」と見なされ，CBD 含有食品及びサプリメントを販売するためには，許可申請を

行って承認をうける必要があるが，これら規制は現在も流動的であった． 

 

A．研究目的 
大麻に関する国際的な最新の状況を明確にす

るために，嗜好用，産業用（食品として流通する

製品を含む），並びに医療用途の大麻（医療用製

剤を含む）について，欧州を中心に，各国におけ

る法的取り扱い及び多様な大麻製品の市場動向

の変化を調査することを主目的とした．今年度は

欧州における産業用大麻製品，特に CBD 製品に

ついて現状を調査した． 
 
B．研究方法 
 欧州における CBD 製品の市場動向について

調査を行った．インターネットによる調査として，

検索語に，EU, Europe, cannabis product, CBD 
product(s), regulation, Cannabidiol，等を用いた．

また，EU（European Union；欧州連合）や，

EMCDDA（European Monitoring Centre for 
Drugs and Drug Addiction；欧州薬物・薬物依存

監視センター）等の公的機関のホームページや文

献も調査した． 
 
C．研究結果 
 大麻は欧州連合（EU）で広く使用されている

違法薬物であり，15－64 歳までの成人 2,470 万

人（7.4%）が 2018 年に大麻を使用したと推定さ

れている．また，2017 年の EU 内での大麻の摘

発は 44 万件で，押収違法薬物の 40％を占めてい

る 1)． 
 大麻（アサ）は，カンナビノイドと呼ばれる独

特な化合物を合成する．大麻によって生成される

カ ン ナ ビ ノ イ ド の 主 成 分 は ，

∆9-Tetrahydrocannabinol（THC）や Cannabidiol
（CBD）のカルボン酸体である．THC は，精神

活性作用があり，大麻を使用する人がドラッグに

求める効果を生み出す．また，記憶障害，不安，

パラノイアなどを引き起こすこともある．CBD
は，てんかん，精神疾患，不安障害を含むいくつ

かの治療薬として有望であり，陶酔作用はないと

される．また，記憶障害やパラノイアのような

THC の影響のいくつかを相殺するとされる 1, 2)．

THC や CBD を含むカンナビノイドは，大麻の腺

毛（状突起）で合成され，腺毛上部の球体の空洞

（分泌小胞塊）に蓄積する．腺毛が破裂すると，

THCやCBDを含むその内容物が植物体表面に樹

脂性，粘着性のコーティングを施す．これらは，

植物学上，植物体の防御，乾燥耐性，UV-B から

の保護に有益と考えられている．また，腺毛には

テルペンも含まれており，大麻に独特の香りを与
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える 3)． 
 近年，大麻と大麻の医学的価値に対する関心の

高まりなどから，世界的に多くの大麻関連製品が

販売，提供されている． EIHA （ European 
Industrial Hemp Association；欧州産業用大麻協

会）によれば，2018 年に欧州内で 50,081 ha が

産業用大麻の栽培に使用され（2017 年と比較し

て+3.3％，5 年間の平均と比較して+70％，1993
年と比較して+614％の伸びを示している），欧州

で取引されている大麻の花や葉の 58％がフード

サプリメント（CBD 抽出物を含む）に，20％が

エッセンシャルオイルに，6％がお茶に加工され

たとしている 4)． 
 欧州内において多くの国では0.2％未満のTHC
含有 CBD 製品は規制されない（0.2％の薬理学的

な根拠はなく，欧州における産業用栽培可能大麻

品種が THC 0.2％を超えないものとされている

ことなどが根拠となっている．）が，例えば，ル

ーマニアでは，大麻を原料とする製品はすべて刑

法で規制されている．フィンランドでは，CBD
は医薬品（処方薬）とみなされている．スロバキ

アやリトアニアでは CBD は違法である．スイス

ではTHC含有量が 1％未満までのCBD製品は規

制外である．オーストリアやルクセンブルクは

0.3％までの THC 含有量の製品は規制外である．

CBD isolates はフランス，スウェーデン，ノルウ

ェー，英国などでは規制対象外であるが，THC
を含む製品は許可されていない．さらに，フラン

スは EU の規制よりも厳しい国内規制がある，な

ど大麻製品や CBD（製品）の規制に国ごとの違

いがあった 2,5-7)． 
 特に，CBD 製品はその精製度，加工度によっ

ていくつかの呼び名が存在する． 
1) Full spectrum CBD: 出発物質（精製前抽出物）

に最も近い組成．カンナビノイド，フラボノイド，

テルペンなどが含まれる．THC が出発物質に存

在する場合，それは製品にも存在する． 
2) Broad spectrum CBD： CBD以外のいくつか

のカンナビノイド等を含む組成．THC を除去し

た部分精製品もこの呼び名で呼ばれることがあ

る． 
3) CBD isolate（s）: 最も純粋な形で分離，精製

された CBD．粉末または結晶形． 
などがある 8)． 
 欧州各国の規制以外に EU においても，大麻製

品や CBD（製品）に適用される規制が，食品，

食品サプリメント，化粧品，医薬品などの製品に

対して示されている．これらは，自動的に EU加
盟国に適用されるものもあれば，国内法に転換す

る必要があるものもある．さらに，個々の製品に

適用される規制は複雑なプロセスであり，ケース

バイケースで実施される．また，欧州委員会の関

係部局に説明を求めることができる 2)．EU では

CBD を含むカンナビノイドを新規食品規則

（Novel foods: Regulation）（EU 2015/2283）の

規定において「新規食品」（「Cannabis sativa L.
の抽出物およびカンナビノイドを含む製品は，消

費の履歴が実証されていないため，新規食品と見

なされる．これは，抽出物自体と，それらが成分

として添加されるすべての製品（ヘンプシードオ

イルなど）の両方に適用される．これは，カンナ

ビノイドを含む他の植物の抽出物にも当てはま

る．合成的に得られたカンナビノイドも新規と見

なされる．」）と見なし，CBD 含有食品及びサプ

リメントを販売するためには，許可申請を行って

承認をうける必要がある（「本製品は 1997 年 5月
15 日まで食品または食品成分として使用されて

いない．したがって，食品または食品成分として

EU 内で市場に出される前に，新規食品規制の下

で安全性評価が必要である．」）9)． 
 2019年にAddiction Switzerlandが 1,500人以

上の CBD ユーザーを対象に調査を実施した．約

3 分の 1 が，月 20日以上 CBD 製品を使用してい

ると報告し，半数以上が違法な大麻を使用してい

るとも報告している 2)．同年のオーストリアの市

場調査では，16－69 歳のインターネットユーザ

ー（約 1,000 人）に，CBD 含有製品の認識と使

用について調査した．14％が CBD 含有製品を使

用した経験があると回答し，そのうちの 10 人中 8
人が今後も CBD を使う可能性があると回答して
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いる 2)．  
なお，2020 年 11 月，欧州司法裁判所は，「大

麻草から抽出された CBD でも 1961 年の単一条

約下での薬物とみなされるべきではない．EU 加
盟国の規制下で合法的に製造されたものであれ

ば，他の EU加盟国での流通を禁止することはで

きない．」との判決を下している 10)． 
 
D．考察 
 産業用用途，低 THC 大麻製品，特に CBD 製

品に関して，欧州での市場動向を調査した．欧州

におけるCBD製品をはじめとする大麻関連CBD
に対する欧州各国の対応の違いが明らかとなっ

た．各国の規制は流動的であり，上述の通りケー

スバイケースで対応していることから，今後も欧

州での CBD 製品に対する動向を注視していく必

要があると考えられた． 
 CBD 製品は健康食品として扱われることが多

いが，CBD は，まれで重篤な小児てんかん症候

群（ドラベおよびレノックス・ガストー症候群）

の治療薬としての適用がある中枢系へ作用する

医薬品の主成分でもある．近年，日本国内におい

ても，高純度の CBD粉末がインターネット等を

通じて流通しているが，本品の安易な過剰摂取に

は注意が必要である．さらに，我々の別の報告書

でも示しているとおり 11)，CBD は，一定の条件

下で，容易に麻薬成分である Δ9-THC や Δ8-THC 
に変換する．取り扱いを間違えると，思わぬ健康

被害を及ぼす可能性が憂慮される．CBD の身体

への効果や証拠（エビデンス）は限られており，

今後も研究がさらに必要である．また，長期的な

使用のリスクに関しても注視していく必要があ

る．  
 今回調査した CBD 製品（食品，サプリメント）

の多くは大麻抽出物由来であった．化学合成や生

物工学的合成でも CBD は生産可能であり，CBD 

isolate や THC 0% を流通可とする国は多いため，

今後の合成 CBD の市場動向は大変興味深い．欧

州における CBD 製品をはじめとする大麻産業は

今後も拡大すると考えられた．一方で，スイスで

行われた調査において，CBDユーザーの約 3 分

の 1が，月に 20日以上CBD製品を使用しており，

半数以上が違法な大麻を使用しているとの結果

が報告されていることから，違法な大麻使用と

CBD 製品使用との関連性にも注視していく必要

があると考えられた． 
 
E. 結論 
 欧州における CBD の規制を含めた市場動向に

ついて調査を行った．各国における CBD 製品の

許容含有 THC 濃度に差がみられ，CBD に対する

各国の規制にも違いがみられた． 
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